
パーカー・ポイント100 ポイントのワイン3本
1.  2000 Château Pavie  

2.  2000 Château Pavie 

3.  1990 Pétrus 

歴史的な文書では4世紀にサンテミリオンで最初にブドウが植えられたのがオーゾンヌとこのパヴィー
ということが確認されています。パヴィーのテロワールは、その著しい力強さによって特徴づけられる
ワインを生み出しています。
ワイン・アドヴォケート146号　2003年 4月
ジェラール・ペルス氏を賞賛する。ペルス氏が2000年は今までで最も優れたパヴィーであるという確信
していることを、皆は時期早尚で傲慢であるとさえ思っていた。しかし2003年、6回に渡るテイスティ
ングした後に、この卓越したブレンド、（60％メルロ、30％カベルネ・フラン、10％カベルネ・ソーヴィ
ニョン、低収量で28－30hl/ha）は、間違いなく今まで造られたボルドーワインで最も偉大なものの１つ
であると確信した。他のパヴィー2000年代より9ヶ月遅い2003年3月に瓶詰めされた。不透明な紫色で、
ミネラルのリキュール、ブラックベリー、チェリー、カシスのブーケがスパイスボックス、ヒマラヤスギ、
白い花々と共に広がる。味わいには驚くほどリッチでたくさんの抽出が感じられ、それでいて表現豊か
に響き渡りフィニッシュは60秒以上続く。このワインはペルスの造る驚異的なワインであり、妥協の全
くない不死の魅力をもつ、ボルドーで最も偉大なテロワールの１つのエッセンスが詰まっている。
人生は短い。このワインを手に入れ、味わうべきだ。2012-2050 年が飲み頃。

シュヴァル・ブランは、ポムロールと境を接するサンテミリオンの砂利（グラーブ）質の土壌の一角に
位置しています。瓶詰めされた時点で既に美味しく、また年を追うごとに重みを増す能力がある、柔軟
性のあるワインを造っています。
ワイン・アドヴォケート146号　2003年 4月
この閉じたまだ発展前のワインは53％メルロ、475カベルネ・フランのブレンドで、深みのある紫色を
している。控えめながら印象的なブラックベリー、ブルーベリー、トリュフ、モカのブーケが広がる。締まっ
ていながら、空気に触れるとリコリス、メンソール、鞍の革が表れる。豪華でフルボディであり、酸は低く、
甘いタンニンをもつ。フィニッシュは60秒続き、間違いなく 90年や 82年のように奥深い。私は今でも
2000ヴィンテージは神話のような 47，49年以来最も魅力的なシュヴァル・ブランだと信じているが、我
慢が必要だ。7－10年後にこの 3桁のスコアの魅力を楽しむ事ができるが、現在は閉じている。
2010－2030年以降が飲み頃。
＊アドヴォケート誌では98点となっていたが、2006年 8月にパーカーにより 100点に変えられた。

ポムロールで最も名高いワインであるペトリュスは、粘土質の11.5 ヘクタールのごく小さなブドウ畑で
生み出され、ほとんどのヴィンテージは100％純粋なメルロとなっています。
ボルドー第3版 1998年 1月
驚異的にリッチでふくよかな 1990ペトリュスは最初に樽からテイスティングをした時点ですでに魅惑的
であった。濃厚でジャムのようなプラム/紫色である。ワインは感嘆する香りをもち、黒果実がトース
トを感じさせる新樽、カラメル、花々と共に表れる。とてつもなく豊かでフルボディであり、89年より
やや酸が控えめで、タンニンはより甘い。90年は驚くほどリッチで途切れないワインで、風味が幾層に
もなり、フィニッシュはおよそ45秒も続く。この官能的な質感から、とりわけ早くから楽しむ事が出来
るが、二次的なニュアンスはまだ発展途中。10－15年後にピークを迎え、その後30年以上楽しめるだろう。
2006－2035年が飲み頃。1997年 11月最後にテイスティング。
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